JAIMAコンファレンス、中日韓環境分析化学研究シンポジウム開催報告

分析展併催のJAIMAコンファレンスにおいて「中国・韓国の環境分析と分離分析の最前線」というテーマで9月1日に幕張メッセでシンポジウムを開催した。運営はセパレーションサイエンスを構成するLC・GC・IC・FIA各研究懇談会が合同してあたり、東京理科大学の中村洋先生を大会委員長として中日韓環境分析研究交流会という仮称をつけGC研究懇談会が事務局を担当した。この集まりはGC研究懇談会の国際交流活動が発端で、2003年に韓国のGC研究会との交流(ソウル)、2004年に中国に帰国した留学生との交流(北京)を経て今回の日本での開催となった。2004年のシンポジウムではテーマが分離全般に拡大し、GCの枠を大きく超えたため今回の開催はセパレーションサイエンスのグループに呼びかけ力を合わせることとなった。
研究懇談会が合同した結果、招待講演者は中国13名（日本から帰国した留学生9名）、韓国5名（帰国した留学生2名）と多くの研究者を招待することができ、最先端の分析に加え中国自然科学基金の委員や分離科学の重鎮などから中国の研究基金や研究環境など普段聞くことができない貴重な講演をいただくことができた。中国側団長は中国科学院院士のYukui Zhang教授、事務局は同じく林金明教授である。韓国からはGC研究会を中心に分離科学分野全般の活動紹介や最先端の分析方法の紹介等があった。韓国団長はソウル女子大学Dong-Sun Lee教授、事務局はKangwon大学Man-Goo Kim教授である。日本からは（社）日本分析化学会の研究懇談会の活動を紹介し相互理解と協力のきっかけを作ることにつながった。講演は朝10時開会、17時40分まで昼休みはランチョンセミナーを行うなどぎっちりと予定が詰まっていたが、参加者総数69名（意見交換会参加者59名）と多くの方々の参加を得て夜20時の意見交換会終了まで大変盛り上がり、帰国した留学生も日本語を交え研究発表以外の部分でも大いにコミニケーションを深めることができた。中国では日本食と日本酒がブームであるとのことも加わり酒量も相当なものであった。今回は、開催場所を(社)日本分析機器工業会殿から提供いただき、各研究懇談会の協賛と要旨集への企業の広告掲載、（社）日本分析化学会の援助と多くの賛同者の支援により実現した。時期は未定であるが来年は中国（重慶）での開催を予定している。今後、帰国した留学生はもとより中国・韓国の研究者と日本の分析化学会とのつながりを強め、また、交流を深める一助となることを期待すると共に、多くの支援・協力いただいた方々に感謝の意を表します。
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